
一
、
は
じ
め
に

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
障
が
い
児
・
障
が
い
者
の
美
術
教

育
の
現
場
や
、
障
が
い
児
・
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
支
援
団
体
な
ど
か

ら
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
き
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
公
開
講
座
で
は
、

障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
障
が
い
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
苦
悩
や
困
難

さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
彼
ら
を
支

援
す
る
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
甲
南
大
学
人
間

科
学
研
究
所
が
主
催
し
た
、
市
民
向
け
連
続
公
開
講
座

｢

ア
ー
ト
と
発
達

支
援
―
学
校
か
ら
地
域
社
会
へ
―｣

が
開
催
さ
れ
て
い
る(

１)

。
ま
た
、

そ
の
公
開
講
座
で
は
、
学
生
が
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
の
教
育
効
果
を
検

討
し
て
お
り
、『

人
間
科
学
研
究
所
紀
要

心
の
危
機
と
臨
床
の
知

v
o

l.

1
9』

に
て
教
育
効
果
測
定
活
動
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る

(

沼
田
、
二
〇

一
八)

(

２)

。
本
年
度
は
、｢

ア
ー
ト
と
発
達
支
援

連
続
公
開
講
座

v
o

l.6

―
表
現
す
る
仕
事
―｣

を
開
催
し
、
引
き
続
き
教
育
効
果
測
定
を
行
っ
て

い
る
。
本
稿
は
そ
の
活
動
報
告
で
あ
り
、
沼
田

(

二
〇
一
八)

の
追
試
で

も
あ
る
。

公
開
講
座
で
は
、
受
講
者
の
大
学
生
を
対
象
に
、
受
講
前
後
に
発
達
障

が
い
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知

識
や
態
度
の
変
化
を
検
討
し
て
い
る
。
教
育
効
果
測
定
の
詳
細
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

二
、
方
法

手
続
き

公
開
講
座
を
開
始
す
る
前
に
、
調
査
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、

調
査
協
力
の
同
意
を
得
た
学
生
を
対
象
者
と
し
た
。
対
象
者
に
は
、
講
座

の
前
後
に
質
問
紙
法
を
用
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

対
象
者

公
開
講
座
の
参
加
者
は
五
〇
名

(

大
学
生
四
七
名
、
大
学
院
生

一
名
、
社
会
人
二
名)

で
あ
り
、
男
性
七
名
、
女
性
四
三
名
、
平
均
年
齢

二
〇
・
七
八

(

標
準
偏
差
五
・
四
七)

で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
調
査
協

力
の
同
意
を
得
た
欠
損
値
の
無
い
大
学
生
四
五
名

(

男
性
六
名
、
女
性
三

九
名
、
平
均
年
齢
一
九
・
七
三
、
標
準
偏
差
一
・
一
六)

を
対
象
と
し
た
。

日
時

二
〇
一
八
年
十
一
月
一
七
日

(

土)

一
三：

〇
〇
〜
一
四：

三
〇

場
所

甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
三
階
一
三
一
講
義
室

講
座
内
容

人
間
科
学
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
服
部
正
先
生
と
大
西
彩
子

先
生
を
企
画
者
お
よ
び
司
会
者
と
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
パ
イ
理
事
長
の
山

口
未
樹
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
ア
ー
ト
や
音
楽
な
ど
障
が
い
者
の
生
み
出

す
も
の
、
表
現
す
る
行
為
を

�仕
事
�
と
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
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教
育
効
果
測
定
活
動
報
告



討
や
、
障
が
い
当
事
者
、
家
族
、
職
員
、
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
展
望

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

質
問
項
目

調
査
票
は
三
枚
で
構
成
さ
れ
、
一
頁
目
の
表
紙
で
は
、
同
意

の
有
無
や
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
に
つ
い
て
の
記
入
を
求
め
た
。

二
頁
目
に
は
、
次
に
示
す
四
項
目
を
記
載
し
た
。
①
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
の
説
明

(

定
義)
を
十
個
書
い
て
下
さ
い

(

十
個
の
自
由
記
述
欄)

。

②
あ
な
た
は
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
と
接
点
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
か

(

五
件
法：

｢

一｣

全
く
思
わ
な
い
〜

｢

五｣

す
ご
く
思
う)

。
③
あ
な
た

は
発
達
障
が
い
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
す
か(

五
件
法：

｢

一｣

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
〜

｢

五｣

ポ
ジ
テ
ィ
ブ)
。
④
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

(

二
件
法：

｢
は
い｣

と

｢

い
い
え｣)

。

｢

は
い｣

と
答
え
た
方
は
ど
の
よ
う
な
接
点
を
も
っ
た
経
験
が
あ
る
の
か

を
簡
単
に
ご
説
明
く
だ
さ
い

(

自
由
記
述)

。

三
頁
目
に
は
次
に
示
す
五
項
目
を
記
載
し
た
。
①
〜
③

二
頁
目
の
①

〜
③
と
同
様
で
あ
っ
た
。
④
甲
南
大
学
の
学
生
の
場
合
は
こ
ち
ら
に
も
お

答
え
下
さ
い
。
教
員
補
助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
か

(

二
件
法：

｢

は
い｣

と

｢

い
い
え｣)

。
⑤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
を
お
聞

か
せ
下
さ
い

(

自
由
記
述
欄)

一
頁
目
と
二
頁
目
は
受
講
前
、
三
頁
目
は
受
講
後
に
記
入
す
る
よ
う
依

頼
し
た
。
ま
た
、
沼
田

(

二
〇
一
八)

と
同
様
に
、
二
頁
目
と
三
頁
目
の

①
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
説
明

(

定
義)

の
数
を

｢

発
達
障
が
い
に
つ

い
て
の
知
識｣

と
定
義
し
た
。

三
、
結
果

調
査
に
用
い
た
各
項
目
間
の
相
関

本
研
究
で
使
用
し
た
発
達
障
が
い
に

つ
い
て
の
知
識
、
発
達
障
が
い
者
へ
の
接
触
希
望
、
発
達
障
が
い
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
公
開
講
座
受
講
前

後
を
合
わ
せ
て
各
変
数
間
の
相
関

係
数
を
算
出
し
た

(
T

ab
le

1)

。

以
下
受
講
前
の
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
の
知
識
、
発
達
障
が
い
者
へ

の
接
触
希
望
、
発
達
障
が
い
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
知

識

(

前)

、
接
触
希
望

(

前)

、
イ

メ
ー
ジ

(

前)

と
し
、
受
講
後
の

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
、

発
達
障
が
い
者
へ
の
接
触
希
望
、

発
達
障
が
い
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
、
そ
れ
ぞ
れ
知
識

(

後)

、
接

触
希
望

(

後)

、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
す
る
。
知
識

(

前)

と
他
の
変

数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
識

(

後)

と
の
間
に
強
い
正
の
相
関
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Table 1. 調査項目の２変量相関 (全体)

接触希望
(前)

イメージ
(前)

知識
(後)

接触希望
(後)

イメージ
(後)

知識 (前) �.10 �.04 .89 *** �.18 �.10

接触希望 (前) ― .37 * �.15 .54 *** .36 *

イメージ (前) ― .04 .38 * .60 ***

知識 (後) ― �.17 �.09

接触希望 (後) ― .59 ***

* p<.05, *** p<.001



が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.8
9
,

p＜
.0

0
1)

。
一
方
、
他
の
変
数
と
の
間
に
は

相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希
望

(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
に
中
程
度
の
正
の
相
関
が
認
め

ら
れ

(
r

＝.5
4
,

p＜
.0

0
1)

、
イ
メ
ー
ジ

(

前)
(

r

＝.3
7,

p＜
.0

5)

、
イ

メ
ー
ジ

(

後)
(

r
＝.3

6
,

p＜
.0

5)

と
の
間
に
は
弱
い
正
の
相
関
が
認
め

ら
れ
た
。
一
方
、
知
識

(
後)

と
の
間
に
は
相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ
メ
ー
ジ(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ(

後)

と
の
間
に
中
程
度
の
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ

(
r

＝.6
0
,

p＜
.0

0
1)

、
接

触
希
望

(

後)

と
の
間
に
弱
い
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.3
8
,

p＜

.0
5)

。
知
識

(

後)

と
の
間
に
は
相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
知
識

(

後)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
、

イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間
に
相
関
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希
望

(

後)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間

に
中
程
度
の
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.5
9
,

p＜
.0

0
1)

。

さ
ら
に
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
と
接
し
た
経
験

(

以
下
接
触
経
験)

の
有
無
で
対
象
者
を
群
分
け
し
て
、
各
群
で
同
様
に
各
変
数
間
の
相
関
係

数
を
算
出
し
た

(
T

ab
le

2)

。
接
触
経
験
が
あ
る
群

(
n

＝2
5)

で
は
、

知
識

(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
識

(

後)

と
の
間

に
強
い
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.8
5
,

p＜
.0

0
1)

。
一
方
、
他
の

変
数
と
の
間
に
は
相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希
望

(

前)

と
他

の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
に
中
程
度
の

正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.6
4
,

p＜
.0

0
1)

。
一
方
、
他
の
変
数
と

の
間
に
は
相
関
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間
に
中
程
度
の
正
の
相

関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.6
1
,

p＜
.0

1)

。
一
方
、
知
識

(

後)

と
の
間
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
に
は
相
関
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
知
識

(

後)

と
他
の
変
数
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間
に
相
関
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希

望

(

後)

と
他
の
変
数
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
イ
メ
ー

ジ

(

後)

と
の
間
に
中
程
度

の
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.5
0
,

p＜
.0

5)

。

接
触
経
験
が
な
い
群

(
n

＝2
0)

で
は
、
知
識

(

前)

と
他
の
変
数
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
識

(

後)

と
の
間
に
強
い
正
の
相
関
が
認
め
ら
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Table 2. 調査項目の２変量相関 (接触経験有無別)

知識
(前)

接触希望
(前)

イメージ
(前)

知識
(後)

接触希望
(後)

イメージ
(後)

知識 (前) ― �.15 .01 .85 *** �.19 �.06

接触希望 (前) �.05 ― .02 �.22 .64 *** .38

イメージ (前) �.13 .68 ** ― .11 .14 .61 **

知識 (後) .95 *** �.08 �.03 ― �.23 �.03

接触希望 (後) �.11 .44 .64 ** �.04 ― .50 *

イメージ (後) �.23 .35 .60 ** �.21 .71 *** ―

* p＜.05, ** p＜.01, *** p＜.001 右上：接触経験有 (n＝25)，左下：接触経験無
(n＝20)



れ
た

(
r

＝.9
5
,

p＜
.0

0
1)

。
一
方
、
他
の
変
数
と
の
間
に
は
相
関
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希
望

(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
イ
メ
ー
ジ

(

前)

と
の
間
に
中
程
度
の
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.6
8
,

p＜
.0

0
1)

。
一
方
、
他
の
変
数
と
の
間
に
は
相
関
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ

(

前)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
接

触
希
望(

後)
(

r

＝.6
4
,

p＜
.0

1)

、
イ
メ
ー
ジ(

後)
(

r

＝.6
0
,

p＜
.0

1)

と
の
間
に
中
程
度
の
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。
知
識

(

後)

と
の
間
に

は
相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
知
識

(

後)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
接
触
希
望

(

後)

と
の
間
、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間
に
相

関
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
接
触
希
望

(
後)

と
他
の
変
数
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ

(

後)

と
の
間
に
強
い
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た

(
r

＝.7
1
,

p＜
.0

0
1)

。

二
要
因
混
合
計
画
の
分
散
分
析

発
達
障
が
い
者
と
関
わ
っ
た
経
験
に
よ

る
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
や
態
度
の
差
、
お
よ
び
公
開
講
座
の
教

育
効
果
を
検
討
す
る
た
め
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
、
発
達
障
が

い
者
へ
の
接
触
希
望
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
接

触
経
験
の
有
無
×
公
開
講
座
前
後
の
二
要
因
混
合
計
画
の
分
散
分
析
を
行
っ

た

(
T

ab
le

3)

。
そ
の
結
果
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
に
お
い
て
、

接
触
経
験
の
有
無

(
F
(

1
,4

3)

＝4
.4

4
,

p＜
.0

5)

、
お
よ
び
公
開
講
座
前

後
の
主
効
果
が
認
め
ら
れ

(
F
(

1
,4

3)

＝5
.5

0
,

p＜
.0

1)

、
接
触
経
験
が

な
い
群
よ
り
も
、
接
触
経
験
が
あ
る
群
の
方
が
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の

知
識
が
多
く
、
公
開
講
座
を
受
け
る
前
よ
り
も
、
受
け
た
後
の
方
が
知
識

が
多
か
っ
た
。
交
互
作
用
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た

(
F

(
1
,4

3)

＝0
.2

2
,

n
.s.)

。
ま

た
、
発
達
障
が
い
者
へ
の
接

触
希
望
に
お
い
て
は
、
接
触

経
験
の
有
無

(
F
(

1
,4

3)

＝

0
.2

0
,

n
.s.)

、
公
開
講
座
前

後
の
主
効
果
は
認
め
ら
れ
ず

(
F
(

1
,4

3)

＝2
.4

8
,

n
.s.)

、

交
互
作
用
も
認
め
ら
れ
な
か
っ

た(
F
(

1
,4

3)

＝0
.3

1
,

n
.s.)

。

さ
ら
に
、
発
達
障
が
い
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
、

公
開
講
座
前
後
の
主
効
果

が
認
め
ら
れ

(
F
(

1
,4

3)

＝

8
.9

4
,

p＜
.0

1)

、
公
開
講
座

を
受
け
る
前
よ
り
も
受
け
た

後
の
方
が
、
発
達
障
が
い
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
も
の
だ
っ
た
。
一
方
、

接
触
経
験
の
有
無
の
主
効
果

(
F
(

1
,4

3)

＝0
.0

3
,

n
.s.)

、
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Table 3. 二要因の分散分析の結果

公開講座前後 公開講座前 公開講座後 主効果
交互作用

接触経験有無 M SD M SD 経験有無 講座前後

知識
接触経験有 3.88 3.30 4.48 2.92 4.44 * 5.50 ** 0.22 n.s.

接触経験無 2.25 2.27 2.65 2.56

接触希望
接触経験有 2.92 0.70 3.04 0.84 0.20 n.s. 2.48 n.s. 0.31 n.s.

接触経験無 2.95 0.89 3.20 0.83

イメージ
接触経験有 2.64 0.81 3.04 0.79 0.03 n.s. 8.94 ** 0.18 n.s.

接触経験無 2.65 0.93 2.95 1.00

接触経験有 (n＝25)，接触経験無 (n＝20) * p＜.05, ** p＜.01



お
よ
び
交
互
作
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

(
F(

1
,4

3)

＝0
.1

8
,

n
.s.)

。

四
、
考
察

分
散
分
析
の
結
果
、
発
達
障
が
い
者
と
関
わ
っ
た
経
験
の
な
い
群
よ
り

も
、
関
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
群
の
方
が
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
発
達
障
が
い
者
と
関
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

そ
の
時
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
や
興
味
関
心
が
あ
る
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
公
開
講
座
を
受
け
る
前
よ
り
も
、
受
け
た
後
の
方
が
発

達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
が
多
か
っ
た
。
公
開
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

で
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
沼
田

(

二
〇
一

八)

で
も
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
本
研
究
の
結
果
は
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
公
開
講
座
を
受
け
る
前
よ
り
も
、
受
け
た
後
の

方
が
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
公
開
講
座
に
お
い
て
、
障
が
い
を
持
つ
人
の
個
々
人
の
特

徴
や
活
躍
の
場
を
理
解
し
た
こ
と
で
、
障
が
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
言
葉

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
払
し
ょ
く
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
知
識
と
イ
メ
ー
ジ
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
変
容
に
つ
い
て
公
開
講
座
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
発
達
障
が
い
者
へ
の
接
触
希
望
に
つ
い
て
は
公
開
講
座
の
前
後

で
変
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
と
接
触
希

望
と
の
乖
離
、
つ
ま
り
、
た
と
え
発
達
障
が
い
者
へ
の
理
解
が
進
み
、
イ

メ
ー
ジ
が
良
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
身
が
直
接
関
わ
り
た
い
と
い
う
考

え
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
発
達
障
が
い
者
が
社

会
で
生
き
て
い
く
た
め
、
社
会
に
受
容
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
た
め
に
は
、

発
達
障
が
い
者
へ
の
接
触
希
望
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
今
回
の
講
座
の
よ
う
に
座
学
で
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
発
達
障
が
い
者
を
交
え
て
討
論
や
実
習
を
行
う
体
験
型
の
講
座
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
望
ま
れ
る
。

註

(

１)

第
一
回
公
開
講
座
は
二
〇
一
六
年
六
月
四
日

(

土)

に
開
催
さ
れ
、
参
加
者

は
六
〇
名

(

う
ち
大
学
生
四
六
名)

で
あ
っ
た
。
第
二
回
公
開
講
座
は
二
〇

一
六
年
十
月
九
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
、
芸
術
療
法
に
関
す
る
研
究
実
践
活

動

｢

甲
南
ア
ト
リ
エ｣

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
発
達
障
が
い
に

関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
な
い
。
参
加
者
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
。
第
三
回
公
開
講
座
は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
八
日(

土)

に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
一
四
四
名

(

う
ち
大
学
生
一
九
名)

で
あ
っ
た
。

第
四
回
公
開
講
座
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日

(

土)

に
開
催
さ
れ
、
参

加
者
は
一
四
三
名

(

う
ち
大
学
生
一
三
二
名)

で
あ
っ
た
。
第
五
回
公
開
講

座
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
八
日

(

土)

に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
三
三

名

(

う
ち
大
学
生
一
七
名)

で
あ
っ
た
。
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(
２)
沼
田
恵
太
郎

(

二
〇
一
八).

教
育
効
果
測
定
活
動
報
告

人
間
科
学
研
究

所
紀
要
心
の
危
機
と
臨
床
の
知,

1
9,
44

―48.

(

木
下
雅
博)
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